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1兆分の1気圧の無衝突大気 

地表から放出された粒子が、 ・重力で地表に再衝突 

　　　　　　　　　　　　　 ・重力を振り切って散逸 
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Kameda et al., 2009 (GRL) 
  

Potter et al. (2007) によって観測された 

2003-2007年のナトリウム大気密度と 

2006年6月に行った観測結果 

水星太陽距離、F10.7、黒点数と相関は見られない 
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!!ダスト対称面は黄道面に対して傾いている 

!!ダスト密度は対称面からの距離、太陽からの距離
に依存する 

R: 太陽からの距離　Z: 対称面からの距離 
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大気放出後、太陽放射圧により反太陽方向に移動し 

数時間程度で電離!散逸か水星表面に戻る。 
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Potter et al. (2007)では太陽放射圧と大気密度変動について議論され 

ているが、相関は見られない 
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